
 

生
徒
感
想
（
理
数
科
学
科
） 

・
産
総
研
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
講
義

で
日
本
の
将
来
の
こ
と
や
、こ

れ
か
ら
必
要
に
な
る
力
に
つ

い
て
聞
け
て
よ
か
っ
た
。 

・
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
研
究
室
に
入
る

の
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ

と
な
の
で
す
ご
く
興
奮
し
た
。 

・
高
エ
ネ
研
で
の
、
陽
電
子
を

作
る
過
程
や
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
の

宇
宙
で
の
実
験
が
興
味
深
い

と
感
じ
ま
し
た
。 

[ 東 京 方 面 研 修 日 程 ] 

  [ 理数科学科 ]      [ 人文社会科学科 ] 

1 日目 東京大学訪問・講義・研究室訪問  

 大学院生による東京大学での生活などの紹介と質疑応答 

 (宿泊先)OBOG の東大生との懇談会 

2 日目 ①高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器研究機構研修  ①東京大学 DX 講座 

②JAXA 筑波宇宙センター見学  ②東京証券取引所見学・研修 

③理化学研究所研修       ③財務省研修 

①ツムラ漢方記念館薬学研修  

②産総研でのﾋｭｰﾏﾛｲﾄﾞ講義 

③物質材料機構研修 

3 日目 ［午前］ 

・東京大学医科学研究所研修      課題研究関係施設及び研究者 

・東京都立大学宇宙物理学講座   研究機関への班別訪問研修 

    ［午後］ 

・班別自由研修 

   2024 富山県立富山高等学校 
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探
究
科
学
科
２
年
生
は
２
泊
３
日
で
東
京
方
面
で
の
研
修
に
、
１
年
生
は
巡
検
研
修
に

そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、
探
究
活
動
の
知
識
を
一
層
深
め
る
夏
と
な
り
ま
し
た
。 

 

探
究
科
学
科
生
徒
の
熱
い
夏 

 

２
年
生 

東
京
方
面
研
修
・
１
年
生 

巡
検
研
修   
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２
年
生 

７
月
31
日
～
８
月
２
日
の
２
泊

３
日
の
日
程
で
東
京
方
面
研
修
を

行
い
ま
し
た
。 

初
日
は
、
理
数
科
学
科
・
人
文

社
会
科
学
科
と
も
に
、
東
京
大
学

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
本

校
Ｏ
Ｂ
の
野
尻
秀
明
先
生
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
少
人

数
班
に
わ
か
れ
、
研
究
室
訪
問
と
、

現
役
大
学
院
生
か
ら
東
京
大
学
で

の
生
活
や
高
校
時
代
の
学
習
方

法
、
進
路
に
関
す
る
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
夜
は
、
宿
泊
先
で

本
校
卒
業
の
現
役
東
大
生
・
東
大

院
生
と
の
座
談
会
が
開
か
れ
、
富 

山
高
校
で
の
部
活
動
と
学
習
の

両
立
の
仕
方
や
受
験
勉
強
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ズ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

２
日
目
か
ら
は
、
研
修
先
が
分

か
れ
ま
し
た
。
理
数
科
学
科
は
筑

波
方
面
で
２
班
に
分
か
れ
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
加
速
器
研
究
機
構
で
の
物
理

実
習
か
ら
始
ま
る
、
物
理
・
生
物

コ
ー
ス
と
、
ツ
ム
ラ
漢
方
記
念
館

で
薬
学
実
習
か
ら
始
ま
る
化

学
・
物
理
コ
ー
ス
で
し
た
。
ど
ち

ら
も
、
専
門
的
な
内
容
を
各
分
野

の
最
先
端
の
研
究
者
の
方
々
よ

り
指
導
を
い
た
だ
い
た
た
め
、
こ 

の
２
日
目

が
一
番
興

味
深
か
っ

た
と
言
う

生
徒
も
い

ま
し
た
。 

 

３
日
目

は
本
校
Ｏ

Ｂ
の
東
京

大
学
岡
田

尚
巳
先
生

と
東
京
都

立
大
学
小

島
広
久
先

生
の
ご
指

導
を
受
け

ま
し
た
。 

人
文
社
会
科
学
科
の
２
日
目

は
東
京
大
学
の
D

X
講
座
で
、

都
市
の
水
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
文
系
か
ら

理
系
に
進
む
こ
と
も
可
能
な
進

振
り
が
あ
る
東
京
大
学
で
の
学

び
を
意
識
し
た
生
徒
も
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
日
本
の
株
価

が
暴
落
す
る
直
前
の
東
京
証
券

取
引
所
を
見
学
し
日
本
経
済
に

関
し
て
学
び
、
財
務
省
へ
向
か
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
財

政
に
関
し
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

３
日
目
は
班
別
に
課
題
研
究

に
関
係
す
る
機
関
や
研
究
者
を

訪
問
し
、
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 理

数
科
学
科
と
人
文
社
会
科

学
科
の
ど
ち
ら
の
生
徒
も
、
公
募

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
体
験
を
数
多
く
し
て
き
ま
し

た
。 

生
徒
感
想
（
人
文
社
会
科
学
科
） 

・
班
別
行
動
に
よ
り
課
題
研
究

が
非
常
に
深
ま
っ
た
。 

・
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
て
い
る
と

こ
ろ
を
実
際
に
自
分
の
目
で

見
る
と
新
鮮
だ
っ
た
。 

・
東
京
証
券
取
引
所
や
、
財
務

省
で
の
予
算
づ
く
り
体
験
で

は
討
論
も
行
い
面
白
か
っ
た
。 

１
年
生 

人
文
社
会
科
学
科
は
７
月
22

日
に
富
山
市
内
で
巡
検
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
富
山
市
は
立
山

黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
部
で
あ

る
こ
と
や
、
富
山
の
地
形
と
市

街
地
の
成
り
立
ち
が
ど
の
よ
う

に
関
係
し
て
い
る
か
を
、
実
際

に
歩
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
事

前
に
、
富
山
大
学
の
安
江
健
一

先
生
か
ら
、
学
術
的
な
調
査
方

法
や
、
巡
検
研
修
で
の
観
点
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
知
識

を
活
用
す
る
こ
と
も
今
回
の
巡

検
研
修
の
目
的
で
し
た
。
日
頃

見
慣
れ
て
い
る
景
色
も
、
見
る

角
度
が
異
な
る
と
全
く
新
し
い

景
色
に
見
え
て
く
る
こ
と
に
多

く
の
生
徒
が
驚
い
て
い
ま
し

た
。
探
究
活
動
で
は
、
実
際
に

自
分
で
調
査
し
た
り
確
か
め
た

り
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
改
め

て
理
解
し
た
と
の
感
想
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。 

写真：スーパーカミオカンデ(モデル) 

写真：人文富山市内巡検 

理
数
科
学
科
は
、
７
月
26
日

に
岐
阜
県
飛
騨
市
神
岡
地
区
に

あ
る
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン

デ
、
カ
ム
ラ
ン
ド
、
京
都
大
学

飛
騨
天
文
台
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
年
明
け
の

地
震
の
影
響
で
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
に

は
残
念
な
が
ら
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
物
理

の
学
習
は
２
年
生
か
ら
の
た

め
、
難
し
い
内
容
も
あ
り
ま
し

た
が
、
事
前
に
各
施
設
か
ら
講

義
に
き
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
多
く
の
生
徒
が
頑
張
っ
て

理
解
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
夕
方
遅
く
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
、
充
実
し
た
様
子
で
帰

校
し
ま
し
た
。 

 

写真：京都大学飛騨天文台 


